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システムインストールおよび初期設定方法

INTERGLAD 利用形態（スタンダード版、インターネット版、CD フル機能版）により

システムインストールおよび初期設定方法が異なります。また、使用する Javaのバージョ

ンにより、利用可能な機能、設定方法が変わります（下の一覧表を参照ください）。

１．インターネット版利用 

２．スタンダード版利用 

３．CDフル機能版利用 (１．２．３．につき、主にWindows 10の場合で説明) 

４．スタンダード版、CDフル機能版のアップデート方法 

５．新 INTERGLADサーバーへの移行に伴う接続先変更方法 

 

 

 

 

 

 

INTERGLAD Ver. 7 利用形態、利用可能機能、設定

１．インターネット版：　システムのインストール不要、最新のデータでファイル入出力およびユーザーデータ以外のフル機能が利用ができます

Win 32bit Win 64bit

Windows

Linux

Mac OS X

２．スタンダード版：　最新のデータでフル機能が利用できます（Java Ver. 7使用の場合）
最新のデータでユーザーデータ以外のフル機能が利用できます（Java Ver. 8使用の場合）

Win 32bit Win 64bit

サーバーDB ○ ○ ○ ○ ○ －

ローカルDB ○ ○ ○ ○ ○ － 要5) 要6)

ユーザーDB ○ ○ ○ ○ ○ ○

サーバーDB ○ ○ ○ ○ ○ －

要 ローカルDB × × × × × － 不要 不要

ユーザーDB × × × × × ×

サーバーDB ○ ○ ○ ○ ○ － Windows

ローカルDB ○ ○ ○ ○ ○ － Linux 不要 不要

ユーザーDB ○ ○ ○ ○ ○ × Mac OS X

３．CDフル機能版：　インターネットに接続せず、フル機能が利用できます（Java Ver. 7使用の場合）

インターネットに接続せず、ユーザーデータ以外のフル機能が利用できます（Java Ver. 8使用の場合）

Win 32bit Win 64bit

ローカルDB ○ ○ ○ ○ ○ －

ユーザーDB ○ ○ ○ ○ ○ ○

ローカルDB × × × × × －

ユーザーDB × × × × × ×

ローカルDB ○ ○ ○ ○ ○ －

ユーザーDB ○ ○ ○ ○ ○ ×

(注）
 1) 利用データベース

・サーバーDB： ニューガラスフォーラムのINTERGLADサーバー中のデータベース（常に最新のデータを利用可能）

・ローカルDB： ユーザーのパソコンにインストールされたINTERGLAD中のデータベース(Web上あるいはCD中のINTERGLADシステムをダウンロードして使用）、毎年更新

・ユーザーDB： ユーザーによりINTERGLADに登録されたデータのデータベース（ユーザーのパソコン中に保管）、サーバーDB、ローカルDBと一緒に検索等の使用可能

2）印刷： 表全体（画面に現れていない部分も含め）、図の印刷ができます

3）ファイル入出力： 検索条件、検索結果、解析結果、予測結果等のデータ保存（ユーザーのパソコン中への画面データのCSVあるいは画面保存）
4) 暫定版： Java Ver. 8で使用できるよう、JDBCおよびUCanAccessを利用した版　(Java Ver.8にODBCデータソースへのアクセス機能がなくなったため暫定的に作成したもの）

 5) 32bit バッチファイルの書き換え　冒頭の「java」　→　「"c:\Program Files\Java\jre7\bin\java.exe"」　　Ｊava Ver. 7のみがインストールされている場合には書き換え不要

 6) 64bit バッチファイルの書き換え  冒頭の「java」　→　「"c:\Program Files (x86)\Java\jre7\bin\java.exe"」　　Ｊava Ver. 7のみがインストールされている場合にも書き換え要

　なお、INTERGLADは特性データベースと構造データベースより構成されます。構造データベースには予測・設計機能、ユーザーデータ機能がありません。また英語版のみとなります
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